
と を用いた遊水地機能の評価
―姉川霞堤遊水地を対象として―

‣霞堤には、接続する
一部地域に遊水させ一
時的に河川水位の上
昇を抑えることで、堤防
決壊による甚大な被害
を防ぐ狙いがある。

‣霞堤に付帯する遊水
地は冠水頻度が高く、
河川との連続性も確
保されていることから
生態的価値が高いと
考えられている。
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‣河川との連続性が確保され、冠水
頻度が高い箇所は生物にとって良
好な産卵・生育環境となる。そこで
今回、HSIモデルを使用して野生生
物の生息環境を定量的に把握する
こととした。
‣HSIモデルを使用するにあたって
評価種としたのは、水田を主な生活
環境にしており、現在レッドデータ種
にもなっているアユモドキを選定した。

⇧評価種をアユモドキとした
ときの評価関数の変数候補

浸水リスク

‣対象地域における浸水リスクは、発生確率別浸水深で評価する
こととし、発生確率別浸水深の時間変化は以下の手順で求める。

発生確率別降
雨波形の設定

発生確率別洪
水波形の設定

発生確率別浸
水波形・最大
浸水深の算出

‣降雨波形は、姉川の基本高水の決定降雨である9807型を用い
る。確率別の流域平均雨量と9807型降雨の流域平均雨量を比較
し、評価外力となる降雨波形群を得ることとした。

‣貯留関数法により求めた流出量から一般曲線座標で境界適合
座標を用いた非定常平面2次元流計算により各地点の水深・流速
を計算することとした。

研究方法

本研究では、滋賀県において霞堤が比較的多く残っている姉川流域・氾濫域を対象に、水害リス
ク指標および生態系サービス指標を用いて、Eco-DRR（生態系を基盤とした減災）施設としての
霞堤群の機能を評価し、治水計画での位置づけを考察することを目的とする。

研究目的

これまでに現況地形でのリスク評価ができた。さらに霞堤遊水地の機能を明らかにするためには今後、霞
堤遊水地の敷高や開口部の幅や高さを変化させることで、洪水調節能力がどのように変化するのかを評
価していく必要がある。さらに、水害リスク指標と生態系サービス指標とを統合化し，Eco-DRR施設として
の機能を定量的・総合的に評価することで本研究の目的を達成する。

研究結果

‣5つのSIを合算し総合評価を試みた。姉川・草野川合流
点は無堤(開口部)で水田との連続性があり、合流点に

近いほど高評価となっている。また、集落周辺が低評価
となっているなど、概ね現実的な結果が得られている。

‣2箇所の遊水地については周辺と比べ浸水深が大きく
評価されている（50年確率浸水深）。施設能力を超える洪

水時に主たる効果を発揮するため、気候変動に伴う外力
の増大に対しては大きな効果を発揮する。
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今後の展望
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